


１．背景とこれまでの課題

侵入害虫であるチャトゲコナジラミは繁殖力が非常に高く、対応が遅れるとまたたく間に高密度

になります。そのため、未侵入茶園では早期発見が、また既侵入茶園ではチャトゲコナジラミの発

生状況を的確に把握することが防除効果を高める上で重要になります。

２．成果の概要

(１)チャトゲコナジラミの成虫は、黄色に最も誘引されることが判明しました。

(２)黄色の粘着トラップを茶畝の樹冠面上に設置すると、より効果的にチャトゲコナジラミが捕

獲され、成虫の発生状況を把握することができます。

(３)チャトゲコナジラミの防除適期は若齢幼虫の発生時期です。この時期は成虫の発生が終わっ

た時期に相当しますので、黄色粘着トラップによって捕獲される成虫の数から容易に判断で

きます。以上から防除適期が判断できるようになります。

３．成果の慣行技術への適合性と経済効果

化学農薬による防除効果は、チャトゲコナジラミが卵から孵化して間もない若齢幼虫の時期に限

られます。これまでは「成虫がほとんどみられなくなった時期」と感覚的な把握にたよっていまし

た。しかし黄色粘着トラップ（数種類、市販されています）を用いることで、簡易に防除適期が把

握でき、効果的な防除が期待できます。

４．普及上の留意点

黄色粘着トラップを使用してチャトゲコナジラミの発生状況を把握するために、一定間隔（ 日5

程度）で交換する必要があります。
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